
耐震壁付帯ラーメンの推奨断面の算定

　本検討は、日本建築学会『鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説（2010年版）』に基づき、

耐震壁付帯ラーメンの推奨断面を算定する。

　剛強な付帯ラーメンを有する耐震壁では、せん断ひび割れの発生によって異方

性化した壁板の広がりが有効に拘束される。この効果により、壁板にせん断ひび

割れが生じた後でも、せん断補強筋のみで負担可能なせん断力以上のせん断力を

負担しうることが認められている。

　本検討では、旧基準等をもとに、壁板のせん断ひび割れが付帯ラーメンの際まで

進展した場合を考え、そのとき壁板のコンクリートが失う斜め引張力のすべてを負担

するのに必要な付帯ラーメンの断面を推奨断面とし、これを算定する。

　耐震壁付帯ラーメンの柱及び梁が、以下の条件を満足することを確認する。

・ 断面積　：　s・t' / 2 以上

・ 最小径　：　√（s・t'/3） 以上かつ 2ｔ' 以上

Qw = ps・t・le・ft

Qc = b・j {α・fs + 0.5wft(pw-0.002)} 

ps' は、0.012としてよい。
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※①：コンクリートの許容せん断応力度は、

※②：連層耐震壁では、全層の内法高さとする。 ※③：ps≧pw・bc/t のとき ps'=pw・bc/t

上枠梁 下枠梁 上枠梁 下枠梁 上枠梁 下枠梁 上枠梁 下枠梁

t’ =
QD + Qw/(Qw +ΣQc)
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